
NO.2028

(
き
り
と
り
線
)

11 1

令和元年(2019年)

パブリックコメント特集号

(
き
り
と
り
線
)

計
画
素
案
の
全
文
は
︑
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ

ン
︵
区
役
所
�

階
︶
︑
保
健
予
防

課
︵
保
健
所
�

階
︵
東
陽
�
︱

�
︱

�

︶
︶
︑
お
よ
び
各
保
健
相
談
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
︒

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
そ
れ
に
対

す
る
区
の
考
え
方
は
︑
後
日
︑
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
︒
な
お
︑

ご
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
︑
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
︒

区
で
は
︑
令
和
�
～
�
年
度
を
期
間
と
す
る
﹁
江
東
区
自

殺
対
策
計
画
﹂
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
︒
こ
の
た
び
︑

計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
︑
区
民
の
皆
さ
ん
に

概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

︵
意
見
募
集
︶
を
実
施
し
ま
す
︒

素
案
の
概
要
は

�
面
に
掲
載

[意見の募集期間]11／1(金)〜25(月)必着

[意見の提出方法]①氏名②住所(区外の方は在勤・在学等も)③年

齢④ご意見を記入し、郵送(区報掲載のはがき等)、ファクスまた

は保健予防課窓口へ。区ホームページからも提出できます(電話

受付は行いません)。

▢問 保健所保健予防課保健係☎3647-5906、℻3615-7171

[今後のスケジュール]意見募集締切後、令和2年3月に計画を策定

し、区民への公表を予定しています。

▲自殺は個人の問題ではなく、社会全体で取り組むべき課題です。周囲の皆さんの支援によって自殺は防ぐことができます。

江
東
区
環
境
基
本
計
画
(
後
期
)
素
案
も
同
時
に
意
見
募
集

�
・
�
面
に
掲
載
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令和元年(2019年)11月�日
江東区ホームページ https://www.city.koto.lg.jp

https://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

江東区自殺対策計画(素案)の全文は、区ホームページ(ホーム→区政情報→広聴→パブリックコメント)からご覧ください。

第
�
章

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

わ
が
国
で
は
︑
平
成

年
以
降
自

10

殺
者
が
�

万
人
を
超
え
る
状
況
が
続

い
て
き
ま
し
た
︒
そ
の
よ
う
な
中
で
︑

平
成

年
に
﹁
自
殺
対
策
基
本
法
﹂

18

が
施
行
さ
れ
︑
そ
れ
ま
で
﹁
個
人
的

な
問
題
﹂
と
さ
れ
て
い
た
自
殺
が

﹁
社
会
的
な
問
題
﹂
と
位
置
付
け
ら

れ
︑
社
会
全
体
で
自
殺
対
策
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
機
運
が

高
ま
り
ま
し
た
︒

平
成

年
に
は
﹁
自
殺
総
合
対
策

19

大
綱
﹂
の
策
定
︑
平
成

年
に
﹁
自

28

殺
対
策
基
本
法
﹂
の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
︑
そ
の
中
で
都
道
府
県
お
よ
び

区
市
町
村
に
お
い
て
自
殺
対
策
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
︑

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
自
殺
対
策
の

強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
︒本

区
に
お
い
て
も
︑
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
で
相
談
支
援
を
実
施
し
て
お
り
︑

自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
︑
な
お
一
層
の
自
殺
対
策
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
︑

本
区
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
充

実
す
る
と
と
も
に
︑
全
庁
的
な
視
野

で
自
殺
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
﹁
江
東
区
自
殺
対

策
計
画
﹂
を
策
定
し
ま
す
︒

第
�
章

自
殺
の
現
状
と
課
題

本
区
の
自
殺
者
数
は
︑
平
成

年
25

か
ら
平
成

年
に
か
け
て
減
少
傾
向

28

に
あ
り
ま
し
た
が
︑
平
成

年
は

29

89

人
と
︑
前
年
比
で
約
�

・
�

％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

自
殺
死
亡
率
も
︑
平
成

年
か
ら

25

平
成

年
に
か
け
て
減
少
傾
向
に
あ

28

り
ま
し
た
が
︑
平
成

年
は

・
�

29

17

と
︑
前
年
比
で
�

ポ
イ
ン
ト
増
と
な

っ
て
い
ま
す
︒
全
国
︑
東
京
都
と
の

比
較
で
は
︑
平
成

年
か
ら
平
成

27

28

年
に
か
け
て
︑
わ
ず
か
に
低
い
水
準

と
な
り
ま
し
た
が
︑
平
成

年
に
は

29

再
び
高
い
自
殺
死
亡
率
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

平
成

年
か
ら
平
成

年
の
自
殺

25

29

者
数
を
男
女
別
に
み
る
と
︑
男
性
は

�

�

�

人
︑
女
性
は
�

�

�

人
で
︑

男
性
が
女
性
の
約
�

倍
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
年
齢
層
別
に
み
る
と
︑

す
べ
て
の
年
代
で
男
性
が
上
回
っ
て

お
り
︑
特
に
男
性

歳
代
か
ら

歳

40

60

代
で
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
︒

自
殺
を
要
因
別
に
み
る
と
︑
﹁
健

康
問
題
﹂
が
�

	




件
︑﹁
経
済
・
生

活
問
題
﹂
が

件
︑﹁
家
庭
問
題
﹂
が

79

件
等
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
た
だ
し
︑

72自
殺
の
原
因
・
動
機
を
み
る
に
あ
た

っ
て
は
︑
自
殺
の
多
く
が
︑
多
様
か

つ
複
合
的
な
原
因
お
よ
び
背
景
を
有

し
て
お
り
︑
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
連

鎖
す
る
中
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
留

意
が
必
要
で
す
︒

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上年齢

住所

氏名

※いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

江東区自殺対策計画(素案)へのご意見をお聞かせ

ください。 意見募集締切：11／25(月)必着

第
�
章

計
画
の

基
本
的
な
考
え
方

基
本
理
念

本
区
に
お
け
る
自
殺
対
策
の
基
本

理
念
を
﹁
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指

す
﹂
と
規
定
し
ま
す
︒

自
殺
に
対
す
る
基
本
認
識

本
計
画
で
は
︑
自
殺
に
対
す
る
基

本
的
な
認
識
と
し
て
次
の
�

点
を
掲

げ
て
い
ま
す
︒

①
自
殺
は
︑
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
で
あ
る
︒

②
年
間
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
︑
非
常
事
態
は
い
ま
だ
続
い
て

い
る
︒

③
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
り
組

み
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て

推
進
す
る
︒

目
標
指
標

本
区
で
は
︑
国
の
目
標
値
設
定
の

考
え
方
を
踏
ま
え
︑
当
面
の
目
標
値

と
し
て
︑
平
成

︵
�

	

�

�

︶
年

27

の
年
間
自
殺
死
亡
率

・
�

︵
人
数

18

人
︶
を
︑
令
和
�
︵
�

	

�




︶
年

90ま
で
に
お
お
む
ね

％
程
度
の
減
少
︑

30

す
な
わ
ち
自
殺
死
亡
率
を
約

・
�

13

︵
人
数
約

人
︶
ま
で
減
少
さ
せ
る

66

こ
と
を
目
指
し
ま
す
︒

第
�
章

施
策
の
展
開

区
は
︑
次
の
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
︒

︻
基
本
施
策
�

地
域
に
お
け
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
︼

地
域
の
関
係
機
関
等
が
連
携
し
︑

自
殺
対
策
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
︑
自
殺

対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
庁
内
の

連
携
体
制
づ
く
り
を
強
化
し
ま
す
︒

①
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
︒

②
庁
内
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
︒

︻
基
本
施
策
�

自
殺
対
策
を
支
え

る
人
材
・
取
組
の
育
成
・
支
援
︼

身
近
な
人
の
不
安
や
悩
み
︑
困
難

に
気
づ
き
︑
支
援
機
関
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
︑
多
様
な
職
種
や

区
民
に
向
け
た
研
修
・
支
援
を
行
い

ま
す
︒

①
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
を
対
象
と
す
る

研
修
・
支
援
︒

②
区
民
を
対
象
と
す
る
研
修
・
支
援
︒

︻
基
本
施
策
�

区
民
へ
の
相
談
支

援
と
周
知
・
啓
発
︼

不
安
や
悩
み
︑
困
難
を
抱
え
て
い

る
人
と
︑
そ
の
周
囲
の
人
た
ち
が
︑

必
要
な
時
に
適
切
な
相
談
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
︑
相
談
支
援
体
制
の
充
実

と
相
談
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
を
行

い
ま
す
︒

①
多
様
な
相
談
支
援
体
制
の
強
化
︒

②
各
種
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
活
用
し
た

啓
発
︒

③
区
民
向
け
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
︒

④
学
校
・
地
域
と
連
携
し
た
情
報
発

信
︒

︻
基
本
施
策
�

生
き
る
こ
と
の
促

進
要
因
へ
の
支
援
︼

生
き
が
い
づ
く
り
や
交
流
・
居
場

所
づ
く
り
を
は
じ
め
︑
自
殺
未
遂
者
︑

遺
さ
れ
た
人
へ
の
支
援
を
通
じ
て
︑

生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
を
減
ら
し
︑

生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
を
増
や
す

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
︒

①
生
き
が
い
づ
く
り
・
見
守
り
︒

②
多
様
な
交
流
と
居
場
所
づ
く
り
︒

③
自
殺
未
遂
者
・
遺
さ
れ
た
人
へ
の

支
援
︒

︻
基
本
施
策
�

児
童
生
徒
へ
の
支

援
の
充
実
︼

こ
ど
も
の
時
か
ら
︑
命
や
暮
ら
し

の
危
機
に
直
面
し
た
と
き
の
問
題
整

理
や
対
処
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
︑
い
つ
で
も
安
心
し
て
相
談

で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
︒

①
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育

の
推
進
︒

②
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
︒

江
東
区
自
殺
対
策
計
画
(
素
案
)
意
見
募
集

�
・
�
面

自殺者数と自殺死亡率の推移【江東区】

※自殺死亡率は、人口10万人当たりの自殺者数を表します。
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第�章 目標達成のための

取り組み

1 地球温暖化・エネルギー

対策の推進

【主な改定のポイント】

●CO2削減目標の見直し

前期計画で設定した｢エネルギー

消費量｣の削減目標を達成したこと、

国や都において温室効果ガス排出量

に関する新たな削減目標が設定され

たことから、後期計画では｢CO2(二

酸化炭素)排出量｣での新たな削減目

標を、以下のように設定します。

令和6(2024)年度の目標

●脱炭素社会の実現に向けた取り組

み(緩和策)の推進

再生可能エネルギー導入等の取り

組みをさらに充実させるとともに、

水素エネルギーの普及など、脱炭素

社会の実現に向けた取り組み(緩和

策)を推進します。

●気候変動の影響に備える取り組み

(適応策)の推進

ヒートアイランド対策や熱中症対

策など、地球温暖化による気候変動

の影響に備える取り組み(適応策)を

推進します。

【主な取り組みの内容】

●地球温暖化対策の推進【緩和策】

①太陽光発電設備の導入助成など、

再生可能エネルギー、高効率・省エ

ネルギー機器等の利用を促進します。

②オフィスビルへのエネルギー管理

システムの導入促進など、事業者の

省エネ対策を推進します。

③コミュニティサイクルの推進など、

乗り物からのCO2排出を減らしま

す。

④設備の導入助成など、家庭の省エ

ネ化を促進します。

⑤区民・事業者・区が連携した取り

組みを推進します。

●地球温暖化対策の推進【適応策】

①ヒートアイランド抑制・緩和に向

けて｢風の道｣を創出します。

②緑化等により人工被覆面(アスフ

ァルトやコンクリート)の熱環境を

改善します。

③空調等の負荷による人工排熱を抑

制します。

④気候変動の影響による被害を軽減

します。

2 資源循環型地域社会の形成

【主な改定のポイント】

●5Rの取り組みの強化

これまでの5R(Rではじまる5つの

行動｢リフューズ｣｢リデュース｣｢リ

ユース｣｢リペア｣｢リサイクル｣)の取

り組みをさらに充実させるとともに、

外国人住民や若年単身層への資源・

ごみの分別に係る情報発信の強化や、

不燃ごみの全量資源化、食品ロスの

削減に向けた取り組みを推進します。

【主な取り組みの内容】

●ごみ減量と有効活用の推進

①持続可能な資源循環型地域社会へ

の理解の促進に取り組みます。

②5Rを推進します。

③廃棄物の適正処理を行います。

3 自然との共生

【主な改定のポイント】

●みどりの中の都市(CITY IN THE

GREEN)の実現

コミュニティの醸成にもつながる

公園の整備・改修を推進し、水辺と

緑を活用した賑わいの場を創出する、

CITY IN THE GREEN(シティー イ

ン ザ グリーン)の実現に向けた取

り組みを推進します。

【主な取り組みの内容】

●生物多様性の保全

①水辺や緑地などを整備して、生物

の生息空間を確保します。

②生物およびその生育環境に関する

調査データをとりまとめ、情報発信

を行います。

③持続可能な地域づくり及び環境を

守り、育て、活かす人材の育成を進

めます。

●公園・緑地の整備

①生物多様性の保全やヒートアイラ

ンド抑制の観点から連続性のある水

辺と緑を活かした空間づくりを進め

ます。

②道路沿いの緑の保全、屋上緑化や

壁面緑化等を推進し、身近なみどり

を感じる空間をつくります。

●水辺環境の整備

①ヒートアイランド緩和に貢献する

｢風の道｣を創出します。

②区民が誇りと親しみを感じられる

ような水辺を活かした空間づくりに

向けて、区民・事業者と連携した取

り組みを進めます。

4 環境に配慮した

快適なまちづくりの推進

【主な取り組みの内容】

●低炭素まちづくりの推進

地域のエネルギーを活用し、エネ

ルギーの利用効率の向上を図ります。

●景観・美観の向上

①景観行政団体として、区の個性を

活かした魅力ある景観を形成します。

②豊かな景観資源をもとに景観に対

する区民意識の向上を図り、景観づ

くりへの区民の参画意識を高めます。

③区民・事業者と協働して、まちの

美化活動を推進します。

④放置自転車解消のための効果的な

対策を実施します。

5 安全・安心な生活環境の

確保

【主な取り組みの内容】

●大気環境汚染防止対策の推進

①大気汚染物質の規制基準の遵守と

大気環境に関わる情報を発信します。

②運輸部門、交通分野での大気汚染

防止対策を推進します。

③石綿の大気中への飛散防止対策の

徹底を指導します。

●水環境の保全の推進

①河川水質の常時監視を充実します。

また事業所への対策を推進します。

②区民・事業者の水環境保全に対す

る意識の向上を図ります。

●騒音・振動等の公害対策の推進

①発生源対策を中心とした指導を強

化し、都市生活のモラル向上のため

の取り組みを進めます。

②騒音規制法、振動規制法、環境確

保条例による規制基準に基づく指導

を行います。

●有害化学物質等の発生抑制対策の

推進

有害化学物質の適正管理を進めま

す。

●災害に強いまちづくりの推進

①｢分散型エネルギーシステム｣の構

築を目指します。

②雨水の有効利用、水害対策を推進

します。

③公園・緑地等の整備により、避難

地の確保や延焼防止機能の強化を図

ります。

④災害発生時に迅速な対応が可能な

体制づくりを進めます。

6 環境教育及びパートナー

シップの推進

【主な取り組みの内容】

●環境情報の共有

①環境に関する情報を分かりやすい

方法で広く提供します。

②環境情報の集積・共有化を図りま

す。

③新たな環境問題に係る情報を収集

し、区民等に提供します。

●環境教育・学習の推進

①環境について自ら調べ、学び、考

え、行動できる場と機会の充実を図

ります。

②地域に根ざした環境教育を推進す

る人材を育成します。

●多様な主体が取り組むエコ意識の

向上

区民・事業者・区が一体となって

環境パートナーシップを推進します。

7 東京2020オリンピック・

パラリンピック競技大会

のレガシーの継承

●東京2020大会のコンセプト

東京2020大会は、｢気候変動｣、｢資

源管理｣、｢大気・水・緑・生物多様

性｣等を主要テーマとし、持続可能

な開発目標(SDGs)への貢献を掲げ

ています。

●大会開催に向けての環境分野にお

ける区の理想像

●区におけるレガシー継承の方向性

①木材を主体とする構造で整備した

競技会場をレガシーとして継承し、

木材利用のシンボル的な施設として

活用していくことで、公共施設や民

間施設への木材利用の波及を図りま

す。

②大会開催に向けた｢花と緑のおも

てなしガーデニング｣などの取り組

みをレガシーとして継承し、花と緑

のまちづくりのさらなる活性化を図

ります。

③大会開催に向けた区独自のボラン

ティア｢江東サポーターズ｣などに参

加した区民の活躍をレガシーとして

継承し、環境保全に係るボランティ

ア活動の情報発信や、活躍の場の提

供に努めます。

④東京2020大会が環境に配慮した大

会であったことをレガシーとして継

承し、区の環境保全に向けての取り

組みを、さらに進めていきます。

第�章 計画の推進体制と

進行管理

PDCAサイクルにより進行を管理

します。

(
き
り
と
り
線
)

(
き
り
と
り
線
)

令和元年(2019年)11月�日江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

江東区環境基本計画(後期)素案へのご意見をお聞か

せください。 意見募集締切：11／25(月)必着

江東区環境基本計画(後期)素案の全文は、区ホームページ(ホーム→区政情報→広聴→パブリックコメント)からご覧ください。

江
東
区
環
境
基
本
計
画
(
後
期
)
素
案

意
見
募
集

�
・
�
面

環境負荷の少ないまち

水と緑あふれるまち

安全・安心で快適なまち

◆CO2排出量を、基準年である平

成25(2013)年度比で24.3％削減

◆中期目標として、令和12(2030)

年度に、平成25(2013)年度比で

37.6％削減

◆区の施策で、CO2削減量が算定

可能な事業について、CO2削減量

の進捗を管理

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上年齢

住所

氏名

※いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。
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令和元年(2019年)11月�日

素案に対する皆さんのご意見を募集します。素案の全文は、区ホームペ

ージ、こうとう情報ステーション(区役所2階)、温暖化対策課(区役所隣防

災センター6階3番)、えこっくる江東(潮見1-29-7)で閲覧できます。

寄せられたご意見は、後日ホームページで公開します。なお、ご意見に

対する個別回答は行いませんので、あらかじめご了承ください。

区では、環境の保全に関する施策の推進を図るため、平

成27年に｢江東区環境基本計画｣を策定しました。本計画

(10年計画)の中間年にあたる今年度、計画の改定を進めて

います。このたび、計画(後期)素案の概要をお知らせする

とともに、素案に対するご意見を募集します。

第�章 計画の改定に

あたって

【計画改定への背景】

平成27年の気候変動抑制に関する

国際的な協定である｢パリ協定｣や、

世界共通の目標である持続可能な開

発目標(SDGs)の採択など、環境に

関する動向はめまぐるしく変化して

います。また、国の｢第五次環境基

本計画｣や都の｢東京都環境基本計

素案に対するご意見をお寄せください

江東区ホームページ https://www.city.koto.lg.jp
https://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜

19：00）☎6868-4059へ 読み終わった区報は古紙回収へ
オリンピック・パラリンピックを

成功させよう！

[募集期間]11／1(金)〜25(月)必着

[意見の提出方法]①氏名②住所(区外の方は在勤・在学等も)③年齢④ご意

見を記入し、郵送(区報掲載はがき等)・ファクスまたは窓口(区役所隣防災

センター6階3番)へ。区ホームページからも提出できます(電話受付は行い

ません)▢問 温暖化対策課☎3647-6124、℻5617-5737

江東区環境基本計画(後期)素案の概要
画｣の策定など、国・都の動向との整

合性を図る必要があります。

【計画改定の視点】

◆｢6つの柱｣に基づく計画目標の実

現を目指し、合わせてSDGsの目標

達成にも貢献する。

◆東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会の環境配慮施策をレ

ガシーとして継承する。

◆前期期間の分析・評価を行い、関

連する他計画との整合性を図る。

水と緑豊かな地球環境にやさしいまち目標

�
つ
の
柱

1 地球温暖化・エネルギー対策の推進

2 資源循環型地域社会の形成

3 自然との共生

4 環境に配慮した快適なまちづくりの推進

5 安全・安心な生活環境の確保

6 環境教育及びパートナーシップの推進

主に関連するSDGsの目標

【計画期間は5年】 【計画の位置づけ】

｢江東区基本構想｣｢江東区長期計

画｣を環境面で支える計画であり、

｢地球温暖化対策地方公共団体実行

計画(区域施策編)｣を包含します。

(3面へつづく)

▲再生可能エネルギーへの関心を高めていきます(写真は若洲の風力発電施設)

環境審議会

パブリックコメント

(意見募集)

12月・

令和2年2月

令和2年3月

11月1日(金)

〜25日(月)

環境基本計画(後期)

改定 区議会へ報告

今後のスケジュール

SDGs
エスディージーズ

(持続可能な開発目標)

17の目標と169のターゲットか

らなる、2030年までに実現を目

指す国連の開発目標
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